
書
写
の

学
び
を

深
め
よ
う
！

一
・
二
・
三
年

書
写
ブ
ッ
ク

こ
こ
か
ら
取
り
外
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

一
年

　
　
　
　組

ニ
年

　
　
　
　組

三
年

　
　
　
　組

　　　　　　　  令和３年度版 中学校「書写」
この資料は，一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」に則って作成したものです。内容解説資料

「
書
写
ブ
ッ
ク
」丸
わ
か
り
ガ
イ
ド

硬
筆

練
習
帳

教
科
書

完
全
準
拠

書
く
こ
と
は
、
全
て
の
基
本

「
書
写
ブ
ッ
ク
」に
は
、「
整
っ
た
文
字
」へ
の
道
筋
が
く
っ

き
り
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
を
認
識
す
る
こ
と
が
「
文

字
」
そ
の
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
ど
の
よ

う
に
し
て
整
っ
た
文
字
は
生
み
出
さ
れ
る
の
か
が
、
実

際
に
手
を
動
か
す
こ
と
で
身
体
の
中
に
入
っ
て
き
ま
す
。

「
扇
の
的
」
や
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
文
章
を
、
整
っ
た

文
字
で
書
け
た
ら
さ
ら
に
味
わ
い
深
く
な
る
で
し
ょ
う
。

取
り
外
せ
る
こ
と
を
生
か
し
て
、
国
語
の
授
業
で
も
積

極
的
に
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

光
村
図
書
中
学
校
「
国
語
・
書
写
」

教
科
書
編
集
委
員

東
京
都
港
区
立
赤
坂
中
学
校
教
諭
　
甲か

い斐
利り

え

こ

惠
子
先
生

内容解説資料
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言
葉
の
味
わ
い
を
、
書
く
こ
と
で
深
め
る

光
村
図
書
中
学
校
「
書
写
」

教
科
書
編
集
委
員

広
島
県
尾
道
市
立
御
調
西
小
学
校
校
長
　
藤ふ

じ

井い

浩こ
う

治じ

先
生

極
的
に
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

書
写
で
は
、
教
科
書
に
あ
る
教
材
文
字
を
毛
筆
で
書
い

て
終
わ
り
、
と
い
う
授
業
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

書
写
の
ゴ
ー
ル
は
、
文
字
を
整
え
て
書
き
、
そ
れ
を
日

常
に
生
か
す
こ
と
で
す
。
こ
の
「
書
写
ブ
ッ
ク
」
は
、

書
き
込
み
欄
が
豊
富
な
の
で
、
た
く
さ
ん
練
習
す
る
こ

と
が
で
き
、
毛
筆
で
の
学
習
を
硬
筆
へ
と
ス
ム
ー
ズ
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
教
材
を

作
成
す
る
時
間
を
削
減
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

光村図書
ウェブサイト



外側から
内側へ

突
つ

き抜
ぬ

ける画は
最後 左から右へ 上から下へ

筆
順
に
気
を
つ
け
て
書
こ
う
。

１年生

1

2

33

1 22 33
1

22
3
41

2

3

44

1
211

1 2
2

22 間
違ち

が

え
や
す
い
筆
順

1
2

3 4

5

1

2

3
4
5

6

7

8
1

2
3

4

1

2
3
4

5

6

7

3 4
5
6
7

筆
順

 34-35 ページ対応

字
形
の
整
え
方

学
習

の
窓

１年生

点
画
の
変
化

点
画
の
変
化
を
理
解
し
て
、

行
書
で
書
こ
う
。

楷か
い

書し
ょ

と
行
書
を
比
べ
て
、
点
画
（
終
筆
の
形
）
が

変
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
鉛え

ん

筆ぴ
つ

で
囲
も
う
。

学
習
し
た
こ
と
を
生
か
し
て
、
硬こ

う

筆ひ
つ

で
書
こ
う
。

毛
筆
で
書
い
て
、
行
書
の
書
き
方
を
確
か
め
よ
う
。

1

考
え
よ
う

3

生
か
そ
う

2

確
か
め
よ
う

［ 主な変化 ］

楷書

楷書行書

行書

●
右
払は
ら

い

●
楷
書

●
縦
画

●
行
書

点
画
の
変
化

行
書
で
は
、
速
く
整
え
て
書
く
た
め
に
、

点
画
の
形
が
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。

終
筆
の
形
は
、

ど
の
方
向
に
向
か
っ
て

変
化
し
て
い
る
だ
ろ
う
。点

画
の
変
化
を
理
解
し
、

筆
脈
を
意
識
し
て
書
い
た
。

筆を止めたら，
穂
ほ

先が立つのを待って
方向を変える。

﹇
左
払
い
・
右
払
い
﹈

行
書
に
は
、
楷
書
に
近
い
形
か
ら

草そ
う

書し
ょ

に
近
い
形
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

書
き
方
が
あ
る
。

行
書
の
多
様
な
書
き
方

楷書行書

ページ

60

「
大
木
」「
北
西
」「
月
光
」

ページ
142
「
部
分
別
行
書
一
覧
」

2 読みやすく速く書くための行書

学
習
を
振ふ

り
返
る

【
目
標
】

別
冊

ページ
10
「
点
画
の
変
化
」

63
〜

5859

左払い・曲がり 左払い点 横画 縦画 右払
は ら

い次
の
語
句
を
行
書
で
書
こ
う
。

１年生

楷書 楷書 楷書 楷
かい

書
しょ

楷書 楷書

行書 行書 行書 行書行書 行書

漢字トリビア

次
の
漢
字
の

画
数
は
、
◯
画
だ
。

五
画
？

六
画
？

こたえ
（

５画

５画

）

）

（
オ
ウ
）

（
ト
ツ
）

点
画
の
変
化
を
理
解
し
て
、
行
書
で
書
こ
う
。

点
画
の
変
化

 58-63 ページ対応

点画の変化を理解し，筆脈を意識して書いた。

読
み
や
す
く
速
く
書
く
た
め
の
行
書

2

（

1011

左払い・曲がり 左払い点 横画 縦画 右払
は ら

い次
の
語
句
を
行
書
で
書
こ
う
。

１年生

楷書 楷書 楷書 楷
かい

書
しょ

楷書 楷書

行書 行書 行書 行書行書 行書

漢字トリビア

次
の
漢
字
の

画
数
は
、
◯
画
だ
。

五
画
？

六
画
？

こたえ
（

５画

５画

）

）

（
オ
ウ
）

（
ト
ツ
）

点
画
の
変
化
を
理
解
し
て
、
行
書
で
書
こ
う
。

点
画
の
変
化

 58-63 ページ対応

点画の変化を理解し，筆脈を意識して書いた。

読
み
や
す
く
速
く
書
く
た
め
の
行
書

2

（

1011

こ
の
一
冊
に
、

中
学
校
三
年
間
の
学
び
を
凝
縮

教
科
書
に
、
綴
じ
込
み
の
「
書
写
ブ
ッ
ク
（
硬
筆
練
習
帳
）
」
を
収
録
。

毛
筆
の
教
材
文
字
と
同
じ
学
習
要
素
を
も
つ
硬
筆
課
題
を
豊
富
に
展
開
し

ま
し
た
。
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
内
容
で
、
全
28
ペ
ー
ジ
と
充
実

の
一
冊
で
す
。
必
要
に
応
じ
て
既
習
事
項
を
確
認
し
な
が
ら
、
書
写
の
基

礎
・
基
本
を
確
実
に
身
に
つ
け
ら
れ
る
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
書
写
ブ
ッ
ク（
硬
筆
練
習
帳
）

●
教
科
書（
本
編
）

同じ学習要素をもつ
硬筆課題を
豊富に設定しました。

光
村
図
書
中
学
校
「
書
写
」

教
科
書
編
集
委
員

広
島
県
尾
道
市
立
御
調
西
小
学
校
校
長

藤ふ
じ

井い

浩こ
う

治じ

先
生

「
書
写
ブ
ッ
ク
」の

ポ
イ
ン
ト
を
私
が
解
説
し
ま
す
！

筆順の原則は，小学校低学年で主に学習する内容ですが，
整った字形を書くために欠かせない書写要素です。

中学生くらいになると，
文字をいい加減に書いてしまう生徒が増えます。
改めて筆順の原則を確認することが重要です。

「
小
中
」の
連
携
に
し
っ
か
り
対
応

小
学
校
で
学
習
し
た
書
写
の
要
素
を
振
り
返
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

小
学
校
で
の
学
習
と
ス
ム
ー
ズ
に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。5 筆順に気をつけて書いた。



左払い・曲がり 左払い点 横画 縦画 右払
は ら

い次
の
語
句
を
行
書
で
書
こ
う
。

１年生

楷書 楷書 楷書 楷
かい

書
しょ

楷書 楷書

行書 行書 行書 行書行書 行書

漢字トリビア

次
の
漢
字
の

画
数
は
、
◯
画
だ
。

五
画
？

六
画
？

こたえ
（

５画

５画

）

）

（
オ
ウ
）

（
ト
ツ
）

点
画
の
変
化
を
理
解
し
て
、
行
書
で
書
こ
う
。

点
画
の
変
化

 58-63 ページ対応

点画の変化を理解し，筆脈を意識して書いた。

読
み
や
す
く
速
く
書
く
た
め
の
行
書

2
（

1011

上段で，文字の整え方の原理・原則を確認。

文字にまつわる豆知識を
クイズ形式で紹介した「漢字トリビア」。
楽しんで取り組むことが
意欲につながります。

上
段
と
同
じ
部
分
を
も
つ
豊
富
な
字
例
。

文字単体ではなく，語句を書くことで
生きた力として定着させることができます。

行
書
の
書
き
方
を
徹
底
練
習

中
学
校
で
学
習
す
る
書
写
の
要
素
を
確
認
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

教
科
書（
本
編
）以
外
の
字
例
を
た
く
さ
ん
練
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
び
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



書
写
テ
ス
ト
に
挑ち

ょ
う

戦せ
ん

し
よ
う

①
次
の
□
は
「
石
」
を
楷か

い

書し
ょ

で
書
い
て
い
る
。

○
で
囲
ん
だ
部
分
を
「
点
画
の
連
続
」
に
注
意
し
て
、

行
書
で
書
こ
う
。

ア��

「
点
」
の
「
方
向
」
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。

イ��

「
右
払は

ら

い
」
の
終
筆
を
「
止
め
」
に
変
化
さ
せ
て
い
る
。

ウ��

「
縦
画
」
の
終
筆
を
「
は
ね
」
に
変
化
さ
せ
て
い
る
。

⑤
身
の
回
り
の
文
字
を
調
べ
て
い
る
と
、

公
民
館
に
次
の
よ
う
な
言
葉
が
掲け

い

示じ

し
て
あ
り
、
書
写
の
授
業
で

こ
の
文
字
の
特と

く

徴ち
ょ
うを
整
理
し
た
。
適
切
で
は
な
い
も
の
を

ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
ぼ
う
。

②
次
の
三
つ
の
漢
字
に
共
通
し
て
い
る
行
書
の
「
点
画
の
変
化
」
は

何
か
、
ア
～
ウ
の
中
か
ら
選
ん
で
記
号
で
答
え
よ
う
。

⑥
次
の
漢
字
の
ア
と
イ
は
何
画
目
に
書
く
か
を
答
え
よ
う
。

⑦
次
の
点
画
の
名め

い

称し
ょ
うを
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
う
。

③
行
書
に
な
る
と
点
画
を
省
略
す
る
こ
と
が
あ
る
。

次
の
行
書
を
楷
書
に
し
た
と
き
の
総
画
数
を
答
え
よ
う
。

④
行
書
で
書
く
と
、
楷
書
と
は
筆
順
が
変
化
す
る
漢
字
が
あ
る
。

次
の
中
か
ら
筆
順
が
変
化
し
て
い
る
も
の
を
二
つ
選
ん
で
、

記
号
で
答
え
よ
う
。

⑨
次
の
例
に
つ
い
て
、
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
整
え
れ
ば
読
み
や
す
く  

な
る
だ
ろ
う
か
。
ア
～
エ
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
う
。

ア��

楷
書
と
比
べ
て
点
画
の
連
続
が
見
ら
れ
る
。

イ��

行
書
を
知
ら
な
い
と
読
み
に
く
く
、
小
学
生
に
は
わ
か
り
に
く
い
。

ウ��

速
く
書
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
き
に
は
効
果
的
な
書
体
だ
。

エ��

ゆ
っ
く
り
と
丁て

い

寧ね
い

に
一
点
一
画
を
は
っ
き
り
と
書
い
て
い
る
。

ア��

右
払
い

イ��

折
れ

ウ��

反
り

エ��

は
ね

オ��

曲
が
り

ア��

行
の
中
心
を
そ
ろ
え
る
。

イ��

書
体
を
統
一
す
る
。

ウ��

漢
字
は
大
き
く
、
仮
名
は
小
さ
め
に
書
く
。

エ��

用
紙
の
上
下
左
右
に
余
白
を
取
る
。

解
答①②

イ

　
　

③
雪
（
十
一
画
）
枝
（
八
画
）

複
（
十
四
画
）
聞
（
十
四
画
）

④
イ
・
ウ

⑤
エ

⑥
ア
四
画
目

　
　イ
六
画
目

⑦
1
（
イ
）
2
（
オ
）

3
（
ウ
）
4
（
ア
）

⑧
ウ

⑨
ア
・
ウ

アア

イ

ウ

画

画

画

画

イ

ウ

エ

ア

イ

ア

イ

1

2

3

4

三
年
間
で
学
習
し
た
こ
と
を
確
か
め
よ
う
。

 38-108 ページ対応

課題に取り組み，３年間で学習したことを確かめた。

３年生

寝ね

る

⑧
平ひ

ら

仮が

名な

と
、
そ
の
元
に
な
っ
た
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
正
し

い
も
の
を
、
記
号
で
答
え
よ
う
。

2021

行書の書き方(｢点画の連続」｢点画の変化」他）の理解を問う問題。基本点画の名称に関する問題。 楷書・行書の使い分けに関する問題。

平仮名の字源に関する問題。
文字の配置・配列を意識し,
読みやすく書くための知識を問う問題。

筆順に関する問題。 学
力
テ
ス
ト
・
入
試
に
対
応

学
力
テ
ス
ト
・
高
校
入
試
対
策
の
ぺ
ー
ジ
で
す
。

全
国
の
入
試
問
題
を
分
析
し
、
出
題
傾
向
の
高
い
内
容
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

自
分
で
採
点
で
き
る
の
で
、
学
習
の
習
熟
度
を
客
観
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



名
文
を
書
い
て
み
よ
う
3
こ
れ
ま
で
に
学
習
し
た
こ
と
を
生
か
し
て
、

文
章
を
書
こ
う
。

３年生

（
松ま
つ

尾お

芭ば

蕉し
ょ
う「
お
く
の
ほ
そ
道
」
よ
り
）

（
知ち

里り

幸ゆ
き

惠え

編
訳
ア
イ
ヌ
神し
ん

謡よ
う

集

「
銀
の
滴
降
る
降
る
ま
わ
り
に
」
よ
り
）

は
く

ふ
ね

が
い

う

む
か く

わ

た
い

か
く

（
川か
わ

端ば
た

康や
す

成な
り

「
雪
国
」
よ
り
）

し
ず
く

 106-107ページ対応

これまでに学習したことを生かして，文章を書いた。

ぬ

2223

光村図書「国語３」P154
「夏草 ー『おくのほそ道』から」

アイヌ民族に謡い継がれてきた詩を取り上げ，
多様な文化を理解できるよう配慮しました。　

光村図書「国語３」P194
「季節のしおり」

「
国
書
」の
一
体
的
な
指
導
に

国
語
教
科
書
と
の
関
連
ぺ
ー
ジ
。
国
語
で
学
習
す
る
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
な
ど
の

文
学
の
一
節
を
、
流
れ
る
よ
う
な
美
し
い
行
書
で
「
書
い
て
味
わ
う
」
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
習
の
ま
と
め
と
し
て
使
う
と
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。



日
常
に
生
き
る
力
を

年
賀
状
の
表
書
き
を
な
ぞ
っ
て
練
習
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

学
習
し
た
こ
と
が
日
々
の
生
活
に
生
き
る
こ
と
で
、
学
び
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

26

郵 便 は が き

年 賀

年 賀

年
賀
状
を
書
こ
う
小
筆
か
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
で
な
ぞ
ろ
う
。

日
常
に
役
立
つ
書
式

4

謹き
ん

賀
新
年

迎げ
い

春

友
達
や
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
に
年
賀
状
を
出
そ
う
。

新
年
を
祝
う
挨あ

い

拶さ
つ

の
言
葉
は
、

文
字
数
が
多
い
ほ
ど
丁て

い

寧ね
い

。

謹
賀
新
年

恭き
ょ
う

賀が

新
年

［
四
文
字
］

丁
寧
な
表
現

［
一
文
字
］

福春 ［
二
文
字
］

賀
正

新
春

く
だ
け
た
表
現

先
生
に
は
ど
ち
ら
を

使
お
う
か
な
。
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学習したことを生かして，年賀状を書いた。

相
手
の
名
前

自
分
の
住
所

相
手
の
住
所

自
分
の
名
前

文
字
の
大
き
さ

大小

金
沢ざ

わ

２〜３年生

漢字トリビア

26

はがきを書くことで，
読みやすく書けているか，といった
相手意識を育むこともできます。 

沢ざ
わ

点線で切れば, 実際のはがきとして
使うことができます。




